<特集 : 研究生活を振り返って>「過去を振り返って」 by 井上 久夫 & Hisao Inoue
<特集 : 研究生活を振り返って>「過去を振り返っ
て」
著者 井上 久夫
雑誌名 教育学論究
号 10
ページ iv-v
発行年 2018-12-15
URL http://hdl.handle.net/10236/00027468
iv
氏 名 井上 久夫（いのうえ ひさお）
職 名 教育学部 教授
学 歴 関西学院大学大学院文学研究科修士課程英文学専攻修了
関西大学大学院文学研究科博士課程後期課程英文学専攻
単位取得後退学
学 位 文学修士
学位論文：A Study of Art and Life in Lucy Gayheart
主な職歴 1989年月 聖和大学短期大学部英語科専任講師（至1993年月）
1993年月 聖和大学短期大学部英語科助教授（至1996年月）
1996年月 聖和大学人文学部英米文化学科助教授（至2000年月）
2000年月 聖和大学人文学部英米文化学科教授（至2002年月）
2002年月 聖和大学人文学部グローバル・コミュニケーション学科教授（至2009年月）
2009年月 関西学院大学教育学部教授（現在に至る）
その他 1995年月 米国ランドルフ−メイコン大学客員研究員（至1996年月）
2003年月 日本アメリカ文学会関西支部運営委員〈神戸地区委員〉（至2017年）
2007年月 関西学院大学英米文学会会誌編集委員〈アメリカ文学部門〉（至2009年）
2009年月 日本ナサニエル・ホーソーン協会役員〈ニューズレター担当事務局〉
（至2011年）
2011年月 日本ナサニエル・ホーソーン協会役員〈監事〉（現在に至る）
2013年月 日本アメリカ文学会関西支部運営委員〈編集委員〉（至2015年）
2015年月 米国マサチューセッツ大学アマースト校客員研究員（至2016年月）
2017年月 関西学院大学教育学会運営委員会運営委員長・編集委員長（至2018年月）
専門分野 アメリカ文学、ナサニエル・ホーソーン、ニュートラル・テリトリー、アーミッシュ
主な著書・論文等
．「“Young Goodman Brown” の主題を求めて」（単著）（関西学院大学英米文学会『英米文学』
第26巻第号、1981）
．「“MyKinsman,Major Molineux”―Robin の笑いをどう見るか」（単著）（日本アメリカ文学会
『アメリカ文学研究』第23号、1987）
．「“The Ambitious Guest” ―山崩れは神の業か」(単著)（聖和大学『聖和大学論集』第19号、
1991）
．「“TheWives of the Dead” ―Mary の涙をどう見るか」(単著)（関西学院大学英米文学会『英
米文学』第42巻第号、1998）
．『共和国の振り―アメリカ文学のダイナミズム』（共著）（英宝社、2003）
「刑事ジョン・ブック―目撃者―におけるアーミッシュ文化をどう読み解くか」
．『楽しく読むアメリカ文学―中山喜代市教授古稀記念論文集』（共著）（大阪教育図書、2005）
「ホーソーンの「痣」―ジョージアナの痣をどう見るか―」
．「英語科教育における異文化理解―教職課程担当教員の視点から」（単著）（聖和大学『聖和
大学論集―人文学系』第35号 B、2007）
．「ホーソーンの ʻNeutral Territoryʼ をどう訳すべきか」（単著）（関西学院大学教育学会『教
育学論究』第号、2013）
．「“Little Annieʼs Ramble” ―手廻しオルガン弾きに注目して」（単著）（関西学院大学教育学会
『教育学論究』第号、2016）
10．「“The Artist of the Beautiful” におけるOwen Warland の変身の謎―何がOwen を変身させ
たのか？」（単著）（関西学院大学教育学会『教育学論究』第10号、2018）
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号館階541研究室の窓から右前方に目をやる
と、西宮聖和キャンパス号館（旧聖和寮）が、左
遠方に目を向けると西宮上ヶ原キャンパスの校舎が
見える。この二つのキャンパスの建物を眺めている
と、48年前のことを思い出す。
関西学院大学文学部に入学した小生は、グリーク
ラブ（男声合唱団）に入部し、練習に明け暮れた。
春、夏、秋が足早に過ぎ、やがて冬になった。当時、
クリスマスが近づくと、グリーはキャロルを歌いな
がら幾つかの学生寮を回り、最後に、旧聖和寮（現
在の号館）正面玄関前の階段に整列し、数曲歌う
ことが恒例となっていた。聖和の寮生たちもそれに
応えて歌った。ひとしきり歌った後、寮生たちが紅
茶と菓子をふるまってくれた。配る側も、受ける側
も、淡い緊張感に包まれていた。聖和との初めての
出会いであった。
その後も、研究ということばとは程遠い大学生活
を送っていた。だが、卒業論文の四文字を意識する
ようになった頃から、恩師の東山正芳先生がおっ
しゃっていたことばがどこからともなく聞えてき
た。「繰り返し作品を読み、何かが浮かび上がって
くるまで待ちなさい。そして、その何かと真摯に向
かい合いなさい。その後で、先行研究を参照し、論
文を書くようにしなさい。」そのことばは、大学院
生の頃も、また、教員になってからも折に触れて聞
えてきた。そして、今も聞える。
「何かが浮かび上がってくるまで待つ」のには時
間が掛かる。現代のような速さと量が求められる時
代においては、「古い」といわれるかもしれない。
しかし、何のために、誰のために論文を書くのか、
を突き詰めて考えると、そのことばは、何かを探求
し続ける人々にとっては「新しい」といえるのでは
ないだろうか。
声楽の恩師である横田浩和先生のことばも忘れる
ことはない。正式にレッスンをしていただいたのは
年間ほどであったが、声を出すための基礎の基礎
を教えていただいた。「自然に」であった。その後
は、「自然に」とはどのような感覚だろうかと自分
なりに探し求めた。「力を抜く」から「力を緩める」
へ、「力を緩める」から「委ねる」へ、「委ねる」か
ら「心地よく」へ、そして「心地よく」から「解放
する」へと変わってきた。今後、どのように変わる
のか、楽しみである。「自然に」という課題を与え
てくださった先生の声が今も聞えてくる。
恩師の堀 正人先生のことばも思い出す。音楽好
きであるがゆえに、音楽とつき合うことを止め、ア
メリカ文学一筋の研究生活を送ろう、と決心した時
があった。その決心を先生に話した。褒めていただ
けるものと思っていたのだが、「井上くん、もし文
学を本当にやりたいのであれば、そのような了見の
狭いことでは駄目です。音楽もやりたまえ。」と
おっしゃった。先生の一言で、自分が勘違いをして
いたことに気がついた。今も、了見が狭くなるたび
に、先生のことばが聞えてくる。
小学校・中学校・高等学校で教えていただいた先
生のことばも、折に触れ、聞えてくる。小生は師に
恵まれた。師のことばがいかに自分の生き方に影響
を与え、自分の支えになったかと思うと、感謝の想
いで一杯になる。
師に恵まれただけではなく、学内外の仕事仲間に
も恵まれた。目に見えない多くの支えがあったから
こそ、曲りなりにも大学の教員としての務めを果た
すことができた。譬えて言えば、小生が主旋律を歌
う役目のときには、音程が少々下がっても、またテ
ンポがかなり遅くなっても、さりげなくその音程と
テンポに合わせてもらえたのである。だからこそ、
最後までハーモニーを響かせながら一緒に歌い上げ
ることができた。改めて感謝を申し上げたい。
学生たちにも恵まれた。彼らのさりげない一言
に、どれほど支えられたことか。改めて「ありがと
う！」と言いたい。
今後は、「楽力」（がくりょく）を道連れに、道な
き道を丘頂（さんちょう）めざして進みたいと思っ
ている。
最後に、教育学部は、すばらしいソリストが集
まっている合唱団・交響楽団だと思っている。今後
も、一人一人の個性を出しつつ、さらなるハーモ
ニーを響かせ続けていただきたいと心から願ってい
ます。
「神がすべてのことを働かせて益としてくださる」
（聖書 ローマ人への手紙章28節）
